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「ぶど三
甲州のブドウを世界i

Lようと「甲州ぶどうラ
大会」が10月4日、甲り
沼町の勝沼申テニスコー
開かれる。大会では、≡
合計人数でギネス世界言
認定を目指す。

大会は、同日開かれ：
市かつぬまぶどうまつ（
待委員会主催）の目玉一
ト。2月の大雪で大き7
が出だのを受け、甲州i
議所が主催した。地元千
ブドウを口に含んで飛i
その飛距離を競う。使Z
ブドウは家畜のエサiく
る。
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鈴原不動尊と菓円寺の鷹野慈誠住職 
＝忍野村の同寺で　　　　　　　　　i】　Oi5台　　と病住遺 

甲府支局
〒400－0032
甲府市中央

1－10－24
i至055（235）3322

鞘055（235）3324

富士吉田通信部
】至0555（22）0411

山梨毎日広告社
盃055（235）0791

薗0120・468・012

甲府Iii上
055（235）5458

甲府五味
055（233）6966

甲府小野
055（222）8218

甲府山本
055（224）6878

甲府丸山
055（224）6722

甲府田宮
055（269）9800

竜　　王
055（276）2501

玉　　幡

田　　富
055（273）1560

南ア）げス林産
055（282）2163

市川大門
055（272）8121

河　口　湖
0555（20）3888

在家塚
∩員員CD史9ヽ047て

横
内
知
事
賄
い
今
年
に

入
っ
て
富
士
北
麓
地
域
の

景
観
維
持
を
目
的
に
自
然

環
境
保
全
条
例
を
改
正
し

た
こ
と
な
ど
を
拳
ば
た
。

そ
の
う
え
で
「
個
別
課
題

へ
の
対
応
で
は
十
分
で
な

ぬ
弼
障
間
組
撫
聡
黙
願
鰯
闇
醒
渋
遥
浩
点
薬
蛙
器
壷

箇
吹
高
で
交
通
安
全
教
室
競
鵠
醒

簡
吹
市
の
箇
吹
高
で
2
4

日
、
子
供
と
高
齢
者
を
対

象
に
し
た
交
通
安
全
教
室

が
開
か
れ
、
同
校
1
年
生

や
地
元
の
お
年
寄
り
ら
約

4
0
0
人
が
参
加
し
た
。

秋
の
全
国
交
通
安
全
運

動
の
一
環
。
こ
の
目
は
、

自
転
車
や
バ
イ
ク
の
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
機
械
で
飛

び
出
し
な
ど
の
危
険
運
転

を
体
験
し
た
り
、
信
号
を

見
て
か
ら
足
が
動
く
ま
で

の
時
間
で
反
射
神
経
を
測

定
し
た
り
し
た
。
ま
た
、

境
川
保
育
園
児
絢
約
人

は
、
同
校
食
品
化
学
科
の

生
徒
と
「
保
存
料
ゼ
ロ
、

交
通
事
故
ゼ
ロ
ビ
ス
ケ
ッ

ト
」
を
焼
き
、
高
齢
者
ら

に
手
渡
し
た
。

箇
吹
帝
石
和
田
広
瀬
の
・

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
、
国
生
緯
輝
さ
ん

（
7
4
）
は
「
日
ご
ろ
か
ら
車

に
乗
る
。
安
全
運
転
を
心

掛
け
た
い
」
と
話
し
た
。

箇
吹
署
の
構
想
地
域
交
通

管
理
官
は
「
普
段
か
ら
安

全
な
歩
行
、
運
転
の
憲
織

を
持
っ
て
ほ
し
い
」
と
呼

び
掛
け
た
。

【
藤
渕
志
保
】

N
P
O

山
中
湖

「
ゴ
ミ
蛙

山
中
湖
村

人
「
山
中
湖

援
隊
」
　
（
河

表
）
は
2
4
日

を
清
掃
し
た

役
擾
剛
湖
酷

目
と
な
る
。

メ
ン
バ
l

如
。
「
長
池
曲

ら
「
マ
マ
の
基

の
湖
畔
に
馨

り
糸
、
た
は
ー
／
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